
資料２ 

 

「浄化槽ビジョン」に盛り込むことが考えられる事項について 

 ○ 策定の趣旨 

 

○ 浄化槽に関する現状について 

□ 浄化槽の特徴等について 

◇ 浄化槽の処理性能について 

◇ 他の汚水処理システムと比べた浄化槽の特徴について 

□ 社会状況等の変化について 

◇ 汚水処理施設の現状について 

◇ 国及び地方公共団体の財政について 

◇ 少子高齢化の進展について 

◇ 環境に対する住民の認識について 

□ 環境保全全般の動向について 

◇ 環境保全上健全な水循環の構築について 

  ◇ 循環型社会の形成等について 

 

○ 浄化槽に関する課題について 

□ 社会状況等の変化に対応した浄化槽システムについて 

◇ 単独処理浄化槽の転換を始めとする面的整備の推進について 

◇ 浄化槽に関する住民参画の促進について 

◇ 使用者等の負担の軽減について 

□ 環境保全上健全な水循環の構築のための浄化槽システムについて 

◇ 小規模事業場への浄化槽技術の導入について 

◇ 窒素及び燐に関する対策について 

◇ 浄化槽の効果の新たな把握方法の検討について 

□ 循環型社会の形成等のための浄化槽システムについて 

◇ 汚泥のリサイクルについて 

□ 浄化槽の技術開発について 

□ 浄化槽の海外展開について 


